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文化審議会文化経済部会設置趣旨 

 

１ 趣旨 

 平成 29（2017）年に策定された文化経済戦略において示された「文化と経

済の好循環」の方針も踏まえ，これまで，特に現代アートの分野において，

「アート市場活性化」に向けた取組を継続的に実施するとともに，アートプ

ラットフォーム事業等を通したグルーバルな発信基盤の整備を進めてきた。

結果，一定の成果が生まれるとともに，今後，具体的に実施すべき事項も明

確になりつつある。 

一例を挙げれば，令和 3（2021）年 2～3月にかけて文化政策部会の下で「ア

ート市場活性化ワーキンググループ（座長：日比野克彦東京藝術大学教授）」

が報告書（「アート市場活性化を通じた文化と経済の好循環による『文化芸術

立国』の実現に向けて」）を取りまとめ，アート市場を含めたアートの振興に

はアートの「本質的（美術的・学術的）価値」「社会的価値」「経済的価値」を

バランスよく高めることが重要であり，かつ，我が国がアートの国際的な拠

点として成長していくことが不可欠であることを打ち出している。 

 

 今後，このような現代アート分野の取組をさらに強力に推進するとともに，

「文化と経済の好循環」に向けた取組を他の文化芸術分野にも広げ，具体的

に推進していくため，今般，文化審議会に文化経済部会を設置し，恒常的に

議論・検討を行うこととする。 

 なお，文化経済部会設置後，アートの振興については，本部会のワーキン

ググループとして設置するアート振興ワーキンググループにおいてさらなる

検討・議論を行うこととする。また，公的鑑定評価制度や関連を含め，文化芸

術に係る基盤・制度の検討については，専門性の高さから、別途，基盤・制度

ワーキンググループを設置し，現代アート分野に限らず，必要な検討を進め

る形とする。加えて，マーケティングやプロモーション的な視点等を複合的

に踏まえた国際展開について，別途，グローバル展開ワーキンググループを

設置し，必要な検討を進めることとする。 

 

 

２ 審議事項 

文化経済戦略において示された「文化と経済の好循環」を実現するべく，我

が国の文化芸術が持続的に発展するための方策，及び文化芸術組織が自律的

に運営できるようになるための方策等について議論・検討する。 
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３ ワーキンググループの設置 

 より詳細な議論が必要な課題については、下記の通り、別途ワーキンググ

ループを設置して審議・検討する。 

 

（１） アート振興ワーキンググループ 

我が国アート及びアート市場の国際的な評価を高め，我が国における

アートの持続的な発展を支える仕組みの構築や，アート作品の資産とし

ての認識の浸透及びそれらの有効活用等のために必要な政策的措置の在

り方について検討する。 

 

（２） 基盤・制度ワーキンググループ 

 税制上の問題を含め，文化芸術の振興にかかる基盤・制度等について議

論・検討する。また，公的な鑑定評価制度についても，制度のあり方や，

導入方法，推進方法等を議論・検討する。 

 

（３） グローバル展開ワーキンググループ 

 我が国文化芸術のグローバル展開に関する基本的な考え方や人材育成， 

体制強化，環境整備等，発信力強化に向けた具体的な取組について議論・

検討する。 

 

 

４ 委員の選定 

 別紙のとおり 

 

 

５ 設置期間 

令和 3年 12月 20日～令和 4年 3月 31日 

※次年度以降も，必要に応じてメンバーを見直しつつ，継続予定 

 

 

６ その他 

  本部会にかかる庶務は文化経済・国際課にて処理する。 

 なお，グローバル展開ワーキンググループに関する庶務については，企画調

整課，文化経済・国際課及び参事官（芸術文化担当）の協力を得て，政策課に

て処理する。 


